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コロナ禍における学生向けアンケートの
結果に関する一考察

A study on the results of a questionnaire for students in the COVID-19
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Ⅰ．緒⾔
新型コロナウイルス感染症（以下COVID-19）
が多くの大学生の生活に少なからぬ影響を与
えたことは周知の事実である。2021年 5 月25
日づけ文部科学省高等教育局からの「新型コ
ロナウイルス感染症に係る影響を受けた学生
等の学生生活に関する調査等の結果について」
の文書でも，オンライン授業・学生の経済状
況・悩みといった観点からその影響の大きさ
が報告されている。また，先行研究において
以下のようなCOVID-19による影響が報告さ
れている。廣瀬（2020）はCOVID-19による
活動制限が学部生の大学生活において不安感
を抱く要因となっていると述べている。江原
（2021）は，学生を対象とした調査結果から，
半数以上の学生が感染への不安を感じており，
多くの学生が学生生活への影響に不安を抱い
ていたと述べている。加えて，飯田（2021）
はコロナ禍における大学生の精神的健康の悪
化を示唆している。また，末次（2021）はス
トレスや疲弊感が増加傾向にあると指摘して
おり，同様に梶谷（2021）は文献研究を通じ
て大学生のメンタルヘルスや生活に悪影響を
及ぼしたという先行研究が多いと述べてい
る。一方で，北條（2020）はコロナ禍でも主
観的幸福度に大きな変化は認められず，不慣

れな，そして不便な生活という環境の中でも
工夫を凝らしながら幸福度を維持していると
結論している。
筆者らは，これらの研究動向を踏まえ，
2020年末から翌年初頭にかけて，金城学院大
学IR室（学内におけるInstitutional Researchを
担当する部署）を中心として，学生の学習や
学生生活での現状や希望，コロナ禍における
状況変化などを把握し，今後の改善や有効な
学生支援のあり方を模索する目的で各種アン
ケートを実施することとした。具体的には，
全教員・大学院生，そして学部学生という三
つのグループそれぞれを対象としたものであ
る。本論文では，このうち学部学生を対象と
したアンケート（「コロナ禍におけるアンケー
ト」）から類推されるCOVID-19による影響と
学生生活における様々な要因との因果関係を
分析し，その結果から，直面する課題の改善
や有効な学生支援の方法について考察する。

Ⅱ．対象と⽅法
⑴　対象
対象は2020年度に金城学院大学 5学部（文
学部・生活環境学部・国際情報学部・人間科
学部・薬学部）に在籍していた学生5,111名
である。
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⑵　調査方法
調査期間は2020年12月14日（月）～2021年
1 月 6 日（水）で，全学部生に対し，金城学
院大学が提供する学生向けポータルサイト
（K-PORT）とメールサービス（K-mail）を通
して，Google Formでのアンケートへの回答
を求めた。なお，上記期間を 2期に分け，未
回答者にはIR室から再度回答を促した。
本調査は，金城学院大学IR室が，教学マネ
ジメントや学生生活の改善・向上のために実
施している各種アンケートや試験等の一環と
して行われたものである。こうした取り組み
については，倫理的配慮として，同大発行の
『学生ハンドブック～Printemps～』（全員配
布）において，あらかじめ周知しているとこ
ろである。具体的には，①調査データについ
ては，厳重な管理のもとでの収集・分析を経
て，教育の質と内容を保証・改善するための
調査研究のみに使用されること，②これらの
データは統計的に処理され，個人は特定され
ないこと，③分析結果や研究結果は大学ホー
ムページや学会等で公開することがあるこ
と，④データ提供を断った際にも不利益には
ならないこと，⑤データ不提供の申し出がな
い場合には，回答を持ってこれに同意したも
のとすること――の 5点である。
本論文は，金城学院大学IR室がこのように
実施した調査結果について，同室より匿名加
工情報として提供されたものに基づいた研究
報告である。
⑶　アンケート内容（補足資料参照）
「コロナ禍におけるアンケート」の設問内
容は，金城学院大学で2012年度以来 3年ごと
に実施してきた「学習と学生生活に関するア
ンケート」をベースに改定したものである。
大学生活全般の質問として，「本学が期待
通りだったか」「全体的な満足感」「支援体制
への満足度」「保護者の満足度」などについ

て尋ねた。さらに，『学生生活の満足度』を
4件法で尋ねた。加えて，「サークル等への
参加状況」「経済状況の変化」などを尋ねた。
学生のメンタルヘルス関連では，能力や将来，
生活上の不安，コロナ感染への不安などにつ
いて，『学生生活の不安や悩み』に関する項
目として 4件法で尋ねた。さらに，ストレス
度を把握するため，厚生労働省のストレス
チェック制度の領域Ｂ『ストレスによってお
こる心身の反応』（厚生労働省，2019）を学
生用に文言を改定し使用した。
授業関連の質問では，「教員とのコミュニ
ケーション」「授業への参加度」について質
問した。さらに，『コロナ禍における遠隔授
業や対面授業への満足度』を 4件法にて尋ね
た。
コロナ対策関連の質問では，金城学院大学
のコロナウイルス感染拡大抑止対応に関する
項目についてを 4件法にて尋ねた。
このほかに，就職関連の質問，学年，居住
状況（自宅か下宿かなど）を尋ねた。
本論文では，学生の学習や学生生活での現
状や希望・コロナ禍における状況変化などを
把握し，今後の改善や有効な学生支援を模索
するという目的に鑑み，上記の内容の中でも
特に金城学院大学への期待・支援体制・学生
生活の満足度・学生生活の不安や悩み・スト
レスによっておこる心身の反応・教員とのコ
ミュニケーションなどを中心に分析した。

Ⅲ．結果
⑴　尺度構成の検討（table 1, 2, 3, 4）
本アンケートでは，コロナ禍での状況が把
握できるように質問項目を設定し，因子分析
を用いて尺度構成の検討を行った。データに
欠損があったものなどを除き，3,538名分の
回答を分析対象とした。分析ソフトはIBMの
SPSS（Ver.26）を用いた。
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『学生生活に関する満足度』について，主
因子法バリマックス回転にて因子分析を行
なった（table 1）。固有値の減衰傾向（固有
値は2.94→2.23と減少）と解釈の可能性から，
2因子構造が妥当と判断した。この 2因子で
全分散の51.6%が説明可能である。因子負荷
量が.50以上の項目を採用した結果，＜学生
生活の満足度＞（á＝.85），＜将来性＞（á

＝.79）の 2 因子が抽出され，十分な内的整
合性が得られた。
『学生生活の不安や悩み』に関する項目に

ついて，因子分析を行なった（table 2）。固
有値の減衰傾向（固有値は2.13→2.11→1.44
と減少）と解釈の可能性から， 3因子構造が
妥当と判断した。この 3 因子で全分散の
47.3%が説明可能である。因子負荷量が.45以
上の項目を採用した結果，＜生活上の不安＞
（á＝.76），＜コロナ感染への不安＞（á＝.87），
＜能力・将来への不安＞（á＝.71）の 3因子
が抽出され，一定の内的整合性が得られた。
授業関連の『コロナ禍における遠隔授業や
対面授業への満足度』に関する項目につい

【table 1】Q5 『学生生活に関する満足度』に関する因子分析結果

【table 2】Q10 『学生生活の不安や悩み』に関する因子分析結果
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て，因子分析を行なった（table 3）。固有値
の減衰傾向（固有値は3.06→2.59→2.16と減
少）と解釈の可能性から， 3因子構造が妥当
と判断した。この 3因子で全分散の65.2%が
説明可能である。因子負荷量が.55以上の項
目を採用した結果，＜対面授業の満足度＞
（á＝.92），＜遠隔授業の満足度＞（á＝.86），
＜学習サポートへの満足度＞（á＝.83）の 3
因子が抽出され，十分な内的整合性が得られ
た。
金城学院大学のコロナウイルス感染拡大抑
止対応に関する因子分析の結果（table 4），
1因子構造が妥当と判断した。 1因子で全分
散の54.3%が説明可能である。＜コロナ対応＞
（á＝.86）で十分な内的整合性が得られた。

なお，ストレス度を把握するため使用した
厚労省のストレスチェック制度の領域Ｂ『ス
トレスによっておこる心身の反応』（2019年
7 月改訂）は標準化されているため，原典の
因子をそのまま採用することとした。
これ以降，文中や図表の「 」は質問の小
項目を示し，＜ ＞は因子名を表し，『 』は尺
度名もしくは大項目を示している。
⑵　記述統計の結果（table 5）
上記因子分析に基づいた記述統計の結果を

table 5に示す。
⑶　分散分析の結果（table 6, 7, 8, 9）
コロナ禍の影響をみるため，学年ごとに群
分けし，対応のない一要因分散分析を実施し
た。tableに示した 1年生が入学当初よりコロ

【table 3】Q14 授業関連の『コロナ禍における遠隔授業や対面授業への満足度』に関する因子分析結果

【table 4】Q20 本学のコロナウイルス感染拡大抑止対応に関する因子分析結果
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【table 8】<⽣活上の不安>（Q10-3.5.6.7.8.9）における学年別の分散分析結果

教員とのコミュニケーション

【table 9】「教員とのコミュニケーション」（Q12）における学年別の分散分析結果

【table 7】<学⽣⽣活の満⾜度>（Q5-1.2.3.4.8.10）における学年別の分散分析結果

【table 6】「本学が期待通りだったか」（Q1-1）における学年別の分散分析結果

【table 5】 記述統計量
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ナ禍の影響で通学できていない2020年度入学
生である。
「本学が期待通りだったか」という質問項
目について，学年の有意な群間差が認められ
た（F（5,3532）＝91.02, p＜.001, ç2＝.114）。多
重比較を行ったところ2020年度入学生（ 1年
生）がどの学年と比べても有意に期待通りで
なかったと回答していた。
さらに，＜学生生活の満足度＞について
も，学年の有意な群間差が認められた（F
（5,3532）＝52.19, p＜.001, ç2＝.069）。多重比
較を行ったところ，2020年度入学生（ 1年生）
がどの学年と比べても有意に低かった。
＜生活上の不安＞も，学年の有意な群間差
が認められた（F（5,3532）＝50.54, p＜.001, ç2

＝.067）。多重比較を行ったところ2020年度
入学生（ 1年生）がどの学年と比べても有意
に高かった。
学生と「教員とのコミュニケーション」に
関する分散分析結果，学年の有意な群間差が
認められた（F（5,3532）＝64.62, p＜.001, ç2

＝.084）。多重比較を行ったところ，2020年
度入学生（ 1年生）がどの学年に比べても有
意にコミュニケーションが取れていないと感
じており，学年があがるほどコミュニケー
ションがとれていると感じていた。
⑷　相関分析の結果（table 10）
上記の因子分析の結果を用いて，相関分析
を行なった。
⑸ 　因果関係の検討（table 11, 12, 13, 14, 15, 
16, 17, 18）
相関分析の結果をもとに，回帰分析を行
なった。
＜学生生活の満足度＞が「本学が期待通り
だったか」に影響を大きく与えていた（â

＝.50）。さらに，「支援体制」（â＝.20），「教
員とのコミュニケーション」（â＝.17）が「本
学が期待通りだったか」に影響を与えていた。

＜学生生活の満足度＞には，特に「教員と
のコミュニケーション」（â＝.26）と「支援
体制」（â＝.26）が大きな影響を与えていた。
学生の不安に影響を与える要因として，

「教員とのコミュニケーション」は＜能力・
将来への不安＞を大きく和らげていた（â＝
-.22）。＜生活上の不安＞には＜学習サポー
トへの満足度＞（â＝-.15）や「教員とのコ
ミュニケーション」（â＝-.14）が影響を与え，
不安を和らげていた。また，「教員とのコミュ
ニケーション」が＜コロナ感染への不安＞を
有意に低下させていた（â＝-.10）。
学生のストレス度に影響を与える要因とし
て，＜学生生活の満足度＞が高いとストレス
度を低下させていた（â＝-.38）。一方，スト
レス度を高めるのは＜生活上の不安＞（â

＝.38），次いで＜能力・将来への不安＞（â

＝.24）であり，＜コロナ感染への不安＞の
影響は小さかった。
⑹ 　 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ（Structural 

equationmodeling：SEM）の結果（figure 1, 2）
ストレスに影響を与える要因について，構
造方程式モデリングによる分析を行なった。
なお，ストレス合計点とは，『ストレスによっ
ておこる心身の反応』の合計点である。分析
ソフトはIBMのAmos（Ver.26）を用いた。そ
の結果，figure 1, 2のような結果が得られた。
「教員とのコミュニケーション」は＜生活
上の不安＞を和らげ，結果的に，『ストレス
によっておこる心身の反応』の合計点，つま
りストレス度を下げていた。さらに，「教員
とのコミュニケーション」がとれていると，
「支援体制」と＜学生生活の満足度＞に影響
を与え，金城学院大学が期待通りであると感
じることが明示された。
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【table 11】「本学が期待通りだったか」と『学生生活に関する満⾜度』との関連

【table 12】「本学が期待通りだったか」に影響を与える要因

【table 13】＜学⽣⽣活の満⾜度＞に影響を与える要因

【table 14】＜能⼒・将来への不安＞に影響を与える要因

【table 15】＜⽣活上の不安＞に与える要因
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【table 16】＜コロナ感染不安＞に与える要因

【table 17】＜ストレス合計点＞に＜学⽣⽣活の満⾜度＞が与える影響

【table 18】＜ストレス合計点＞に影響を与える不安要因

***p＜.001

【figure 1】ストレスに影響を与える要因（共分散構造分析の結果）

***p＜.001

【figure 2】「本学が期待通りだったか」に影響を与える要因（共分散構造分析の結果）
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Ⅳ．考察
⑴　大学への満足度
「本学が期待通りだったか」については，
統計分析の結果， 1年生がどの学年と比べて
も有意に期待通りでなかったと回答している
ことが明らかになった。また， 1年生がどの
学年と比べても有意に＜学生生活の満足度＞
が低いことが明示された。回帰分析の結果か
ら，＜学生生活の満足度＞が「本学が期待通
りだったか」に影響を大きく与えていた。さ
らに，「支援体制」「教員とのコミュニケー
ション」が「本学が期待通りだったか」に影
響を与えていた。加えて，＜学生生活の満足
度＞には，特に「教員とのコミュニケーショ
ン」と「支援体制」が大きな影響を与えてい
た。
なお，別途行なった単純集計から約75%が
期待どおりと回答しているが，25%にあたる
学生が期待通りではないと回答していた。さ
らに，2020年度の大学への「全体的な満足感」
についても約30%の学生が満足していないと
答え，「支援体制」についても27%の学生が
十分でないと感じていた。
以上のように，教員がコミュニケーション
を直接取ることと学生への丁寧な支援が，金
城学院大学への期待や満足感に影響を与える
と推察された。
⑵　学生の不安
統計分析の結果， 1年生がどの学年と比べ
ても有意に＜生活上の不安＞が高かった。な
お，自由記述では特に就職や将来への不安を
抱える学生が多かった。一方，回帰分析の結
果から，「教員とのコミュニケーション」は
＜能力・将来への不安＞を大きく和らげてい
た。＜生活上の不安＞には＜学習サポートへ
の満足度＞や「教員とのコミュニケーショ
ン」が影響を与え，不安を和らげていた。ま
た，「教員とのコミュニケーション」が＜コ

ロナ感染への不安＞を有意に低下させていた。
これらより，コロナ禍という特異的な状況
の中で，友人・大学職員・教員から対面で得
られるちょっとした情報や不安の共有がなさ
れないため，不安が高くなっていたと考えら
れた。特に 1年次生は気軽に聞くことができ
る大きな情報源である友人関係（横のつなが
り）が希薄なため，生活上でも不安が高いと
推察された。一方で，大学への満足度のみな
らず，学生の不安においても教員とのコミュ
ニケーションが学生の不安を和らげる効果が
高いことが明らかになった。
⑶　学生のストレス状況
回帰分析の結果から，＜学生生活の満足
度＞が高いとストレス度を低下させていた。
一方，ストレス度を高めるのは＜生活上の不
安＞次いで＜能力・将来への不安＞であり，
＜コロナ感染への不安＞の影響は小さかっ
た。今回のようなコロナ禍という特異的な状
況下でも，学生生活への満足度を向上させる
ことが学生のメンタルヘルスに大きく影響す
ることが明らかとなった。
⑷　教員とのコミュニケーション
統計分析の結果，2020年度生（ 1年次生）
がどの学年に比べても有意にコミュニケー
ションが取れていないと感じており，学年が
あがるほどコミュニケーションがとれている
と感じていた。このことから，アドバイザー
制度などの細やかな教員のサポートや指導が
有効に機能していることが伺えた。一方で，
そのような機会が全くなかった2020年度生（1
年次生）は，有意にコミュニケーションが取
れていないと感じており，オンライン上での
面談などを繰り返していても，対面で得られ
るほどの効果が期待できないと考えられた。
⑸ 　総合的な分析（構造方程式モデリングの
結果から）
「教員とのコミュニケーション」は＜生活
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上の不安＞を和らげ，ストレス度を下げてい
た。さらに，「教員とのコミュニケーション」
がとれていると，「支援体制」と＜学生生活
の満足度＞に影響を与え，その結果，金城学
院大学が期待通りであると感じていた。これ
らより，教員とのコミュニケーションが重要
であることが明示された。

Ⅴ．結語
「コロナ禍におけるアンケート」は，金城
学院大学IR室を中心として，学生の学習や学
生生活での現状や希望，コロナ禍における状
況変化などを把握し，今後の改善や対策検討
の参考にする目的で実施されたものである。
本論文では，そのうちの学部学生を対象とし
たアンケートから類推されるCOVID-19によ
る影響と学生生活における様々な要因との因
果関係を分析し，今後の改善や有効な学生支
援の方法について考察した。対象は2020年度
に金城学院大学 5学部に在籍していた学生
5,111名で，Google Formを用いてデータを取
集し，因子分析・分散分析・相関分析・回帰
分析・構造方程式モデリングなどの分析を行
なった。その結果，教員とのコミュニケー
ションは学年が上がるほど取れていると回答
しており，アドバイザー制やオフィスアワー
などを用いた金城学院大学教員の学生支援に
対する努力の成果が明示された。さらに，因
果関係の検討結果からは，コロナ禍という特
異的な状況下でも学生生活への満足度を向上
させることが学生のメンタルヘルスに大きく
影響することが明らかとなった。さらに，構
造方程式モデリングの結果から，教員とのコ
ミュニケーションが取れていることが不安や
ストレスを軽減し，大学への満足度につなが
り期待通りであると感じると考察された。教
員の学生への直接的な関わりが有効な支援で
あり，学生に大きな影響を与えることが示さ

れたと言える。
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いますか。

くらいあてはまりますか。各項目ごとにあてはまるものを選択して下さい。

補足資料：アンケート項目
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てはまるものを選択して下さい。
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